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第
98

回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
島
根
大
会

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

江津工業 ０ ０ ０ ０ ０ ０

三刀屋 ４ ４ １ ２ × 11

＜2回戦＞7月16（土）第2試合 松江市営野球場

1回裏

2回裏

前
の
第
１
試
合
が
11
回
裏
ま
で

の
延
長
戦
と
な
り
、
第
２
試
合
は

予
定
よ
り
一
時
間
十
分
遅
れ
で
プ

レ
ー
ボ
ー
ル
。

▼
１
回
表
（
先
攻
／
江
津
工
業
）

先
発
の
朝
日
（
３
年
）
が
相
手

一
、
二
番
打
者
を
連
続
で
空
振
り

三
振
に
仕
留
め
、
三
番
バ
ッ
タ
ー

も
サ
ー
ド
ゴ
ロ
に
打
ち
取
っ
て
三

者
凡
退
に
抑
え
る
。

▼
２
回
裏
（
後
攻
／
三
刀
屋
）

先
頭
打
者
の
後
藤
（
２
年
）
が

左
中
間
に
運
び
、
こ
れ
を
俊
足
を

生
か
し
て
二
塁
打
に
。
ツ
ー
ア
ウ

ト
後
、
キ
ャ
プ
テ
ン
で
四
番
の
田

中
（
３
年
）
が
１
ボ
ー
ル
２
ス
ト

ラ
イ
ク
か
ら
一
塁
後
方
に
フ
ァ
ー

ル
フ
ラ
イ
を
打
ち
上
げ
て
先
制
の

好
機
を
逸
し
た
か
に
見
え
た
が
、

相
手
守
備
陣
が
追
い
切
れ
ず
に
命

拾
い
。
続
く
高
め
の
直
球
を
し
っ

か
り
と
叩
い
て
ラ
イ
ト
前
タ
イ
ム

リ
ー
ヒ
ッ
ト
。
二
塁
か
ら
後
藤
が

生
還
し
て
先
制
し
た
（
写
真
上
）
。

さ
ら
に
こ
の
後
も
４
本
の
ヒ
ッ
ト

を
連
ね
、
こ
の
回
計
４
得
点
で
主

導
権
を
握
っ
た
。

▽
２
回
表

唯
一
の
ピ
ン
チ

江
津
工
業
は
一
死
後
、
内
野
安

打
で
出
塁
し
、
初
め
て
ラ
ン
ナ
ー

を
背
負
っ
た
朝
日
は
、
次
打
者
に

も
フ
ル
カ
ウ
ン
ト
か
ら
ラ
イ
ト
前

に
運
ば
れ
て
一
死
一
、
二
塁
の
ピ

ン
チ
に
。
嫌
な
ム
ー
ド
が
漂
い
か

け
た
が
、
こ
こ
で
見
逃
し
と
空
振

り
の
連
続
三
振
を
奪
っ
て
ピ
ン
チ

を
切
り
抜
け
た
。

頼
れ
る
キ
ャ
プ
テ
ン
田
中
の
先
制
適
時
打

２
塁
か
ら
俊
足
後
藤
が
生
還
し
て
先
制

２回裏ノーアウト満塁から、５番勝山がダメ押しとなる走

者一掃の三塁打を放つ。

▼
２
回
裏

先
頭
の
杉
原
（
３
年
）
か
ら
３

連
続
ヒ
ッ
ト
で
ノ
ー
ア
ウ
ト
満
塁
。

こ
こ
で
５
番
勝
山
（
３
年
）
が
ツ
ー

ボ
ー
ル
か
ら
の
３
球
目
を
狙
い
打

ち
、
走
者
一
掃
の
セ
ン
タ
ー
オ
ー

バ
ー
三
塁
打
で
リ
ー
ド
を
拡
げ
、

続
く
八
澤
（
３
年
）
の
犠
牲
フ
ラ

イ
で
こ
の
回
４
点
目
を
追
加
す
る
。

▼
３
回
表

朝
日
が
３
者
凡
退
に
退
け
る
。

▼
３
回
裏

セ
ン
タ
ー
前
ヒ
ッ
ト
で
出
塁
し

た
後
藤
が
相
手
投
手
の
暴
投
で
３

塁
に
進
み
、
ツ
ー
ア
ウ
ト
か
ら
３

番
布
野
（
３
年
）
が
左
中
間
二
塁

打
を
放
っ
て
１
点
を
追
加
し
た
。

▼
４
回
表

３
回
に
続
い
て
３
者
凡
退
に
。

▼
４
回
裏

一
死
か
ら
四
球
で
出
塁
し
た
八

澤
の
代
走
高
橋
（
２
年
）
が
す
か

さ
ず
二
盗
を
決
め
、
朝
日
の
セ
ン

タ
ー
オ
ー
バ
ー
三
塁
打
で
10
点
目
。

代
走
原
（
２
年
）
が
、
続
く
長
谷

川
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
帰
り
こ
の
回

２
点
目
を
あ
げ
た
。

▼
５
回
表

渡
部
（
２
年
）
が
マ
ウ
ン
ド
に

登
り
、
先
頭
打
者
を
空
振
り
三
振

等
、
三
者
凡
退
に
退
け
、
終
わ
っ

て
み
れ
ば
朝
日
‐
渡
部
の
継
投
で

被
安
打
２
、
無
四
死
球
、
８
奪
三

振
の
完
封
勝
利
。
投
打
が
噛
み
合
っ

て
５
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
。

夏
の
大
会
の
初
戦
は
、
ど
ん
な

形
だ
ろ
う
が
勝
っ
て
勢
い
に
乗
り

た
い
。
そ
の
初
戦
を
理
想
的
な
全

員
野
球
で
圧
勝
し
た
。
勢
い
を
大

切
に
、
か
つ
一
戦
一
戦
、
目
の
前

の
戦
い
に
集
中
し
た
い
。

初戦
(2回戦)

朝日(3年)・渡部(2年)―長谷川(3年)

「一笑懸命」を合言葉に、

「地域から応援してもらえる野

球部」を目指しています。

↑年間最大のコンクールとインターハイボート競
技開会式での演奏を控えて吹奏楽部も体力勝負！

主
将
田
中
の
適
時
打
で
先
制

勝
山
が
満
塁
走
者
一
掃
の
三
塁
打

観戦できなかった人のための


